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３年 番氏名

（４）キリスト教とローマ帝国の解体 教科書Ｐ２８～

・ローマ支配下の（ ）（パレスチナ）では、古くから一神教である（

）が信仰されていた。その教典を『（ ）』という。１世

紀、ユダヤ教が形式化したのを批判して、青年（ ）は神の愛を説いた

が、反逆の容疑をかけられて処刑された。イエスの言行は、ペテロ・パウロら（

）により、（ ）キリストの教えとして南欧に伝えられ、『（

）』としてまとめられた。キリスト教は最初は迫害されていたが、４世

紀初めにはローマ帝国内で信教の自由が認められ、４世紀末にローマの（

）となり、他の宗教は異教として禁止された。

・繁栄していたローマ帝国もやがてまとまりを失い、（ ）に分裂した。

東ローマ帝国は、（ ）を中心に以後も栄えたが、西ローマ帝国

は476年に（ ）人によって滅ぼされ、古代の地中海文明は幕をおろし

た。その後の中世西欧でラテン語と聖書を伝えたのは、もっぱら（

）である。

～ノート～


